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「とにかく余裕がない...」
共働き子育て世代の現状

岩手大学人文社会科学部
渡部あさみ



はじめに
課題としての「共働き・共育て」を考える

1

・2000年代以降、少子高齢化が進む中で、労働力不足が懸念
⇒企業で働くことができる人が働きやすい環境を整備するために、これまでの「働
き方」・「働かせ方」を再検討する動き
⇒働く「場所」と「時間」の柔軟性の模索

・多様な人材の活躍
⇒ダイバーシティマネジメントの実践が求められ、女性、障がい者、外国人、性的マ
イノリティ、高齢者の雇用に注目
⇒裏を返せば、これまでの主たる働き手であった長時間労働に従事できる男性正社員
以外の人たちの活躍への期待

・「働き方改革」：2010年代後半頃から広まる(松浦民恵(2020))
⇒背景：長時間労働に対する社会的批判、労働力人口の減少に伴う人材不足が顕在化し、ダ
イバーシティ経営の必要性が高まる、グローバル競争が激化する中で、ホワイトカラー労働
者の生産性向上が重要なテーマに
⇒働き方改革ブームに乗るように、2016年ごろから長労働時間を改善する企業の事例を紹介
(小倉一哉(2019))



・企業におけるワーク・ライフ・バランス施策
⇒子どもを産み育てながら、就労継続することを大きな目的の一つとしたもの
⇒働くことと産み育てることを支援する制度に加え、病気や介護といったライフステージに
おけるそれぞれの課題と向き合いながら働き続けるための制度拡充が展開

・ワーク・ライフ・バランス確立へ向けた取り組み
⇒女性活躍推進と共に展開
⇒女性活躍推進施策、ワーク・ライフ・バランス施策が女性性を押し付ける制度であるとい
う批判も(日本労働弁護団(2018))
⇒女性の就労を多角的に支援する施策が展開する一方で、少子化対策の文脈のなか
で、母親の子供を産み育てるという役割が強調される傾向が強まっている(三浦まり(2015))

・内閣官房(2023)「こども未来戦略～次元の異なる少子化対策の実現に向けて～」
⇒男性育休を当たりまえに、柔軟な働き方ができる環境へ(フレックスタイム制を含む出社・
退社時刻の調整、テレワーク、短時間勤務制度、保育施設の設置運営等、新たな休暇)、
時短で働いても家計に安心、子の看護休暇がもっと使いやすく、パートタイムや自営など
多様な働き方をされている方の子育てをサポート(こども家庭庁HP「共働き・共育てを応援」)

はじめに
課題としての「共働き・共育て」を考える
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「共働き・共育て」という新たな段階に向けて日本が動き出している



「共働き・共育て」をめぐる現状と課題

3

厚生労働省(2024)「令和6年版過労死等防止対策白書」、p.9(当該図表に関し、2025年に訂正あり)。

労働時間に関し、国際比較を
すると、日本の労働時間につい
て次のような指摘ができる。

・長時間労働従事者の
割合が高い
・恒常的な残業
⇒共働き・共育てが求められ

る時代において、この問題
は深刻

・サービス残業の存在
・過労死・過労自殺に
至るまでの長時間労
働従事者の存在
・雇用形態間、男女間
の労働時間の違い



岩手労働局(2025)
「令和６年労働時間の現状」、p.3。

4

岩手県は・・？
全国３番目に労働時間が長い
所定内労働時間：1624時間所

定外労働時間：105時間
年間総実労働時間：1729時間

岩手の「共働き・共育て」を
めぐる現状と課題



岩手労働局(2019)
「令和元年労働時間の現状」、p.3。

参考
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岩手県は・・？
全国で一番労働時間が長い県
所定内労働時間：1699時間
所定外労働時間：153時間

年間総実労働時間：1852時間

岩手の「共働き・共育て」を
めぐる現状と課題



岩手の「共働き・共育て」をめぐる現状と課題
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・労働相談件数は276 件で、相談者別では、
正規雇用労働者が128人（前年同期比41 人
（24.3％）減）、非正規雇用労働者が102 人
（前年同期比22人（17.7％）減）と労働者か
らの相談が前年同期に比べ減少した一方、使
用者からの相談が20 件で、前年同期比で8 
件（66.7％）増加した。

・相談内容別の件数は、①｢パワハラ・嫌が
らせ｣が63件（前年同期比6 件（8.7％減）、
②｢賃金・手当｣が44 件（前年同期比24件
（35.3％）減）、③「社会保険・労働保険」
が43件（前年同期から増減なし）、④「休
日・休暇・休業」が29件（前年同期比18 件
（38.3％）減）、⑤｢労働契約｣が28件（前年
同期比8件（22.2％）減）の順となってい
る。「パワハラ・嫌がらせ」が引き続き最多
となり、件数が前年同数の「社会保険・労働
保険」が順位を上げる一方、「退職」などが
順位を落とした。

岩手県労働委員会事務局(2025)「令和７年度上半期の岩手県
労働委員会における労働相談実績について」、pp.1-3より。



岩手の「共働き・共育て」をめぐる現状と課題

7

岩手県人口問題対策本部(2025)「令和７年度の人口減少対策の推進について」、p.1。

2000年代以降は減少傾向
であり、2024年は約114万
人
⇒ 岩手県の社会減は、就
職、進学期の若年層の
社会減が主な要因
⇒20歳台前半では、男性
に比べ女性の転出超過
が多い傾向が継続
⇒自然減・社会減対策とし
て、ジェンダー・ギャップ
の解消へ向けた取り組み
が展開されるように



岩手の「共働き・共育て」をめぐる現状と課題
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岩手県政策企画部(2025)「岩手県総合計画審議会 『県民の幸福感に関する分析部会』 令和７年度年次
レポート」、p.7、p.68より。

＜レポートより抜粋＞

家事や仕事において、
男女間で大きな差、
いわゆるジェンダー・
ギャップが生じている
⇒女性は常用雇用者であっ
ても男性に比べ、家事に多
くの時間をかけているた
め、その分、「睡眠」、３次
活動の時間が短くなってい
る可能性がある



「共働き・共育て」をめぐる現状と課題
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21世紀職業財団(2022)「調査研究報告書 第５巻 子どものいるミレニアル世代夫婦のキャリア意識に関する調査研究」、p.32。



「共働き・共育て」をめぐる現状と課題
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21世紀職業財団「調査研究報告書 第５巻 子どものいるミレニアル世代夫婦のキャリア意識に関する調査研究」、p.32。



・労働時間
⇒未だに男性正社員の長時間労働が是正されない
⇒男性に限らず、正社員の労働時間が長いため、結婚・子育てを機に正社
員としての働き方をあきらめざるを得ない現状が女性を中心に残っている
⇒共働き・共育てを望むミレニアム世代であるが、実際にはそうした働き方が
できていない現状がある

・ジェンダー・ギャップ指数148か国中118位の日本の職場・家庭
⇒職場では、長時間労働ができる男性正社員を前提とした働き方
⇒そのことが共働き・共育ての阻害要因に

「共働き・共育て」をめぐる現状と課題
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これまでの日本における「当たり前」、
「現状」からの脱却が求められている



・仕事に対する考え方

・プライベートに対する個人・職場の考え方

・労働時間に関する考え方

・ジェンダー・ギャップ指数14位のデンマークに
おける職場・家庭
⇒家事・育児・介護等のライフステージの課題に
に対する個人・職場の考え方や受け止め方、
社会保障制度など
⇒パートナーに対する姿勢・考え方など

・プライベートにおける幸福感・満足感が仕事に
与える影響に関する社会の考え方

デンマークからの学び：針貝有佳氏の報告への関心

12

デンマークにおける・・
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